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　昨年9月4日より7日までデンバーにおいて開催されたAllied　Social　Sci・
ence　Associationsに参加してみた。これは連合社会科学学会とでも言えよう
か，米国内の社会科学に関する学会が実に多く参画して開かれた大会である。
1
　初秋のデンバーは美しい。私の宿したホテル・デソバー・マリーナーから眺
めると，空港に向う大きな幹線道路には車は忙しく流れている。その道路のず
っと先は黄ぽんだ平原に溶け込んで筋のようになり，『 竄ｪてそれig一ﾚけてしま
っている。そのあたりから目の位置を一寸あげれば，平原の上に山波がありこ
れが平原とともに中距離の景色を形造っている。さらにその上にはロッキーの
山々が連らなって遠景をなしている。空は紺碧，ぎらぎらとした太陽，ロス・
アンゼルスの中とではうって代ったこの青さ，そしてこの遠景と中景，それに
近景との対象デンバーの美しさはこのコントラストの上にあるかのように思
える。デソバーという都市の成長は経済的集積要因を別にすれば，人間の素朴
な情感を心地よく包んでくれるこの自然環境があるからではなかろうか。
?
　この学会の記載されたリストを見ると，American　Agricultural　Economics
から始まって，Union　for　Radical　Political　Economicsに至る34学会が名を
連らねている。参加した学者も多くて9箇所のホテルに分宿，各セッショソは
市の中心部にあるホテルで行なわれた。時には一一つのホテルで10以上のセッシ
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ヨンが開かれた。メインとなったのはヒルトン・ホテルで，ここではレヂスト
レーションが行なわれたし，多数の人の集まる大会場が設定されていた。
　レヂストレーショソがすむと，各セッショソの論題，報告者名，座長，予定
討論者，会場，時間等を記載した一冊のパンフレットが渡される。そのパンフ
レットに従って最も関心のある会場に出て，報告を聞き論争に参加するのであ
る。これは全く有難いことである。自分の所属する学会だけでなく，他の学会
でも関心のある論を自由に聞け討論にも参加できるのであるから，今まで名前
しか知らない他の学会の人でも直接に接しその論を聞き討論ができるのであ
る。これには多くの刺激を受ける。
?
　この学会では実に興味あるセッションが多くあった。そのうちの二つを紹介
して見よう。第1はパネル・ディスカッションである。
　Panel　Discussion　in　Hollor　of　Paul　Samuelson：
　Economic　Theory　and，Policy
　座長George　R．　Feiwel
　参加者　Kenneth　J．　Arrow
　　　　　Willi興m　J．　Baumol
　　　　　Lawrence　Klein
　　　　　Robert　M．　SalOw
第2は，カーター，レーガン，アンダーソンの立場となって論客の主張であ
る。カーター政権の代弁者はCharles　L　Schultze，彼は白髪をふりながらゼ
スチャー入りの熱弁で大そう魅力的であった。これに対してレーガンには，
Alan　Greenspanが当った。この日の彼は歯切れが悪く広い会場なのでなかな
か聞きとりづらかった。アンダーソンにはHendrik　S．　Houthakkerが当っ
た。このセッションは当初の予定会場から数百名入れる大会場に移されても，
それでも満員で後に多くの人が立つ程で．あった。
　一般¢）セヅションについてふれて見よう6これには日本と大分異なったとこ
　　　　　　　　　　　　　　　　C6層）
うがある。先づ会場はホテルのルームであるために，じゅうたんの敷かれた落
ちついた雰囲気の中で，本当に関心のある人達だけが集って発表，討論が行な
われている。発表も討論もその空気がなごやかで建設定的である。私も日本で
は何回か司会を見たり行ったりしているが，このような実効性の高い討論の仕
方についてはこれから大いに参考にして行きたいと思う。
　デソバーでの昼食は，セッションの開かれたホテルでとった。ロス・アンゼ
ルスに比べて見ると安いように見える。ある昼食時である。友人の教授がこの
大会に参加している1人の研究者を伴って来た。そこで一緒に昼食をとること
になった。この人はある大会社の社員であり且つある大学の講師でもある。会
話は給料のことに進んだ。私の友人は「米国で高給とりとなると，大会社の重
役とか労働組合のボスなのだが，彼はそうなのだ」と私に話をしてくれた。
その彼は一寸はにかみながら，「いやそれには一寸及ぼない程度だ」一と答えた
が，やはり大したものだと思った。その会話のおかげか，この昼食代は彼持ち
であった。この昼食のメニューには肉類しかないので，私の友人は私のために
特注のシーフッド・サラダをとってくれたのにその代金は彼持ちとなった。話
はさらに進んで彼の会社にも関係のあることだが，私は「米国の科学技術の発
展はいまなおすばらしいものがある。それにもかかわらず，私は思うのだが，
このすばらしい科学技術の所産を生産に結びつけることに経営技術上に問題が
あるように見えるのだが。」と云うと，彼は「誠にその通りだ」と云う。私は
日本における光通信（Fiber　optical　cables）の例を話して，「あなたの会社で
はどうなのか」と尋ねると，「自分の所ではサンタ・モニカに敷設して目下作
動中」とのことであった。私は米国での基礎的研究開発について実に裾野の広
い研究の展開を見ており，RANDでの広領域にわたる研究の実行を知ってい
る。さらに宇宙開発についてTRWのすばらしい開発状況を見ているので，こ
うした基礎部門や先端部門での研究開発には驚くべきものがあることが分る。
ただその応用となると，OECDのFac三ng　the　Futureにも示されてあるが，
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エレクトPニクス（マイクロ・プロセッサPtを含めて）がある。目下の所は日
本がこれをリードしているが，海洋資源開発，新しいエネルギーの開発，微生
物産業の開発となると，米国の底力は大したものだと思う。
V
　私の参加したセヅションで興味あるものを紹介しよう。これはUnderground
economy又はBlack　economyと云われる分野のセッションである。
　あれはニュ　一一ヨークに向う飛行機の中であった。私の隣席にスエーデソの弁
護士家族が座った。話好きの弁護士はすばらしい美人の奥さんを連れていて，
私が「きれいな奥さんだ」とほめると，彼はとても嬉しそうにしながら，「有
難う」と云った。その彼と，話がたまたまスエーデンの租税負担率に及ぶと，
「それだから私達はこうやって海外に出て休養するのだ」と云う。租税負担率
が高まると，このような形での租税回避も起るが，他方ではUnderground
economyという現象が出てくる。これは金銭の授受を伴はない取引で，例え
ば歯科医の治療行為と左官屋の補修行為が両人合意の上で実行行為の交換が行
なわれ，そこには金銭上のやりとりがなかったとする場合である。
　このような行為が社会的に多発してくると税務行政はとても難しくなる。ま
た国民所得の算定も難しくなる。またこうした回避の出来ない給与所得者や一
般納税者は不公平な負担を強いることにもなる。このセッショソでは，
　課題Size　and　Policy　lmplications　of　the“Underground　Economy”
　座長Paul　B。　Manchester
　発　表　Vito　Tanzi，　IME
　　　　　Berdj　Kenadjian，　U．　S．　IRS．
　　　　　Edgar　Feige，　Univ．　of　Wisconsin．Madison．
　　　　　J．S．　Cramer，　Univ．　of　Amsterdam．
　討論者　Richard　Porter，　Federal　Reserve　System・
　　　　　Robert　Fisner，　Northwestern　Univ．
　　　　　James　Henry，　Mickinsey　and　Company．
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　　　　Barry　Molefsky，　U，　S．　Library　of　Congress．
であった。ここではGNPの数値とマネー・フローからの推定値との差を統計
資料を用いて引き出し，その開差を考えようとするものであって面白かった。
　この他にもいろいろなセッショソを時間表を見ながら，会場のホテルを次々
に歩いたものであった。胸にバッヂをつけた会員に道路上で多く会った。
　帰りの飛行機から遠去かるデンバーを見ながら，次の年に行なわれる国際財
政学会の東京大会に思を馳せるのであった。
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